
藕
益

智
旭

の
一性
具
思
想

-

傳
燈
と
の
交
渉
を
中
心
と
し
て
-

安

藤

俊

雄

一

藕
釜
智
旭

(
一
五
九
九

一
六
五
五
)
は
雲
概
株
宏

・
紫
柏
眞
可

・
慈
山
徳

清

と
共
に
明
末

四
大
家

の

一
人

に
籔

へ
ら
れ
、

そ

の
天
台
學

も

彼

が

三
道

一

致

沖
三
學

二
兀
。
性
相

融
會

の
立
場
に
立

つ
た

の
で
、
頗

る
特
色
あ
る
傾
向
を

示
し

て
ゐ
る
。

こ
と
に
彼

は
先
輩

た
り
し
幽
漢
傳

燈

の
教
學
に
封
す
る
批
鋼
者

と
し

て
知
ら
れ
、

十
界
互
具

に
關
す
ゐ
爾
者

の
解
繹

は
相
反
す

る
類
型

と
し
て

取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
然
る

に
智
旭

の
論
著
を
孜
細
に
槍
討
す

る
と
き
、

彼

の
學

説
が
必
し
も
傳
謹

の
教
學
と
樹
蹄
的
な
關

係
に
あ

る
の
で
は
な
く
、

寧
ろ
諸
宗

融
會
と

い
ふ
共
通
的
な
學
風

の
下
に
あ
り
、

却

つ
て
智
旭

が
傳
燈

の
學

風

・
立

場

・
理
読

の
纏
承
者

で
あ

つ
た
と

い
ふ
べ
き

で
あ

る
。

二

ぎ
づ
智
旭

が
傳
燈
に
封
し
て
批
到
的

立
場
を

示
す

や
う
な
言
葉

は
次

の
二
三

の
黙

に
於

て
で
あ
る
。

宗
論

(
五
ノ
三
)
に
儒
羅
宗
傳
絹
議

と
題

し
て
、

台
宗
絶
レ
響

巳
久
。

百
松
畳
公
構
爲
二鳴
陽
孤
鳳

一
(
中
略
)
幽
漢
縫
レ之

一

時
構
レ
盛
。

然
唯
生
無
生
論
足
レ構

二
完
壁
↓
而

自
所

二最
得
づ
意

圖

通
疏
、

殊
爲
レ
不
レ
満
二入

意

嚇何
哉
。

但
能
蹟
坐
書
レ
塞
、

作

二妙
法
蓮
華
経
字

一、
脱

然
西
逝
、
則

誠
蓮
華

國
裏

人
案
。

と

い
ふ
。

こ
の
文
を

以
て
す

れ
ば
知
旭

は
傳
燈

の
臨
終

の
行
履
を
讃
嘆
し
た
が

只
傳
燈
の
論
著
に
甥
し
て
は
痛
烈
な
批
到
を
加
へ
た
こ
のと
が
知
ら
れ
る
。
す

な
は
ち
浮
土
生
無
生
論
以
外
は
す
べ
て
不
完
全
で
あ
つ
て
、
傳
燈
が
圭
力
を
注

い
だ
樗
嚴
経
圓
通
疏
に
至
つ
て
は
更
に
不
満
足
で
あ
る
と
い
ふ
。
こ
の
文
は

一

憲
傳
燈
教
學
に
樹
し
て
知
旭
が
與
へ
た
全
面
的
な
批
到
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
然
る
に
こ
の
言
葉
の
底
に
は
智
旭
の
諸
宗
融
會
の
立
場
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
漂
土
生
無
生
論
は
た
し
か
に
當
時
及
び
後
代
學
界
の

注
目
を
浴
び
た
も

の
で
、
門
人
受
教
が
浮
土
生
無
生
論
親
聞
記

(
二
巻
)
、
正

寂
が
澤
土
生
無
生
論
註

(
一
巻
)
を
出
し
、
清
に
入
つ
て
達
黙
が
澤
土
生
無
生

論
會
集

(
一
巻
)
を
撰
し
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
然
る
に
智
旭
が
傳
燈
の
澤
土
生

無
生
論
を
讃
へ
た
の
は
本
書
が
唯
心
淫
土
論
的
立
場
を
明
示
し
た
か
ら
で
あ
つ

た
。
知
禮
以
來
天
台
學
派
の
澤
土
教
観
は
心
佛
の
何
れ
に
も
偏
せ
ず
、
た
ゞ
翻

心
と
い
ふ
實
陵
上
の
便
宜
に
基
い
て
暫
定
的
に
心
に
佛
を
擾
す
る
と
い
ふ
約
心

論
が
一
種
の
公
式
と
な
つ
て
ゐ
た
筈
で
、
元
代
虎
漢
懐
則
が
撰
し
た
浮
土
境
観

要
門
は
こ
れ
を
再
確
認
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
澤
土
生
無
生

論
は
む
し
ろ
暉
宗
及
び
暉
宗
に
最
も
接
近
し
た
一
部
の
天
台
學
派
、
す
な
は
ち

南
屏
系
の
唯
心
漂
土
論
的
立
場
を
縫
奉
し
て
居
る
の
で
、
こ
れ
と
智
旭
の
立
場

と
は
一
致
し
て
ゐ
る
。
周
知
の
如
く
智
旭
は
在
來
の
襯
無
量
壽
輕
の
襯
想
念
佛

を
重
親
し
た
傾
向
と
は
異
つ
て
、
阿
彌
陀
輕
を
重
親
し
、
そ
の
著
阿
彌
陀
経
要

藕
釜
智

旭

の
性
具

思
想
 
(
安

藤
)
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藕
益
智
旭

の
性
具
思
想
 
(
安

藤
)

解

で
は
幕
名
念
佛
す

ら
圭
張
し
て
ゐ
る
。

し

か

し
十
萬
億

刹
之
極
樂
實

在
二
心

中
殉
惟
彌
陀
即
自
性

彌
陀
。

所
以
不
レ
可
レ
不
レ
念
。
漂

土
印
惟
心
漂
土
、
所
以
不

レ
可
レ
不
レ
生
と
い
ふ
唯

心
主
義

の
立
場
は
終
始
不
攣
で

あ

つ

た
。
け
だ
し
彼

に

於

て
は
暉

・
澤
土

・
天
台
の
三
宗
は
本
來
融
會
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
の
融
會
は

上
述

の
唯
心
淫
土
的
立
場
に
於

て
の
み

可
能

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
た
か
ら

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
輝
は
静
慮

の
こ
と
で
現
前

一
念
の
心
性
を
究
明
す

る
定
慧

で
あ

り
、

天
台
止
襯

は
陰
妄

の

一
念
に
三
千
不

思
議
境
を
観
ず

る

こ

と

を

目
的

と

し
、
溌
土

の
構
名
念
佛
も
現
前

一
念
の
心
性
を
思
惟
憶
持
す
る
も

の
で
あ
る
か

ら
、

三
宗
が
心
性
究
明
を
目
的

と
す

る
黙

で
同

一
で
あ
る

と
い
ふ
。

か

」
る
黙

で
智
旭
は
唯
心
澤
土
の
立
場
を
大
膿
に
表
明
し
た
傳
燈
の
浮
圭

無
生
論
を
高

く
許
傾
し
た
の
で
あ
る
。

三

傳
燈
の
論
著
は
頗
る
多
く
、
具
つ
参
方
面
に
亘
つ
て
ゐ
る
が
、
樗
嚴
経
に
關

す
惹
も
の
が
中
心
と
な
つ
て
お
る
。
す
な
は
ち
樗
嚴
経
圓
通
疏

一
〇
巻
・
樗
嚴

経
玄
義
四
毬
が
そ
れ
で
あ
る
。
智
旭
が
上
述
の
文
に
傳
燈
の
樗
嚴
経
研
究
に
不

満
の
意
を
表
明
し
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
。
周
知
の
如
く
本
輕

は
宋
初
以
來
各
宗
學
徒
の
關
心
を
集
め
た
も
の
で
、
特
に
輝
。
華
嚴
の
學
者
に

よ
つ
て
し
き
り
に
研
究
さ
れ
た
。
天
台
學
派
に
も
本
経
の
註
羅
研
究
を
選
述
し

た
も
の
を
輩
出
し
た
が
、
問
題
と
な
つ
た
の
は
本
輕

の
教
到
上
の
地
位
で
あ

る
。
孤
山
智
圓
や
雲
川
仁
岳
は
本
経
を
以
て
法
華
経
や
浬
葉
経
と
同
檬
に
圓

教
で
あ
る
と
解
繹
し
た
が
、
南
宋
の
末
葉
に
至
つ
て
柏
庭
善
月
が
こ
れ
を
非
と

し
、
嚴
と
し
て
方
等
時
に
屡
す
る
四
教
並
読
の
教
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
も
と

も
と
本
輕
の
所
読
が
輝
宗
や
華
嚴
宗
の
唯
心
論
と
共
通
し
て
お
り
、
し
か
も
こ

の
経
典
が
爾
宗
に
於
て
盛
に
註
繹
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
天
台
學
派
の
樗
嚴
経
研

究
は
し
ば
し
ば
輝
的
乃
至
華
嚴
的
思
想
へ
の
接
近
を
助
長
し
た
。
諸
宗
融
會
の

思
潮
が
盛
に
な
る
と
と
も
に
智
圓
や
仁
岳
の
解
羅
も
再
び
有
力
と
な
り
、
明
代

に
至
つ
て
そ
の
傾
向
が
顯
著
で
あ
つ
た
。
天
台
宗
は
明
初
洪
武
年
間
多
少
勢
威

を
示
し
た
形
跡
が
あ
つ
た
が
、
聞
福
な
く
衰
亡
し
、
明
末
萬
歴
年
間
に
至
る
ま

で
は
輝
宗
や
華
嚴
宗
の
み
盛
大
で
あ
つ
た
。
天
台
宗
復
興
の
端
緒
を
造
つ
た
の

は
月
亭
明
得
の
門
か
ら
出
た
百
峯
眞
畳
(
一
五
四
九

一
五
八
九
)
で
あ
つ
た
。

眞
畳
は
樗
嚴
輕
百
問
を
撰
し
て
本
経
の
教
到
上
の
地
位
を
論
究
し
、
善
月
の
學

読
に
從
つ
て
方
等
に
屡
す
べ
き
こ
と
を
極
力
主
張
し
た
。
い
ま
傳
燈
は
眞
畳
の

嗣
法
の
門
人
で
あ
り
、
師
説
を
縫
承
し
て
鰐
嚴
経
に
樹
す
る
天
台
宗
の
正
統
的

批
到
を
行
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
華
嚴
宗
特
に
暉
宗
と
の
間
接
的
な

封
決
で
あ
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
傳
燈
の
華
。
暉
二
宗
に
鞠
す
る
批
剣
的

態
度
が
徹
底
的
な
諸
宗
融
會
を
唱
え
た
智
旭
に
不
満
を
與
え
た
根
本
的
理
由
で

あ
る
。
宗
論
巻
二
の
五
に

今
之
弘
二台
宗
一者
、
既
不
レ能
ヨ偏
牧
二暉
律
法
相
鴨
叉
何
以
成
二絶
醤
之
妙
殉

既
猫
負
二
一
台
宗
唖爲
レ勝
。
叉
豊
不
レ成
二待
封
之
羅
諮
是
故
台
既
拒
二暉
宗

法
相
於
山
外
一
、輝
亦
拒
二台
於
箪
傳
直
指
之
外
蘭

と
い
ふ
。
こ
の
ほ
か
天
台
の
門
庭
を
徒
ら
に
守
る
も

の
は
佛
法
の
大
旨
を
知
ら

ざ
る
も
の
と
し
き
り
に
論
難
す
る
文
が
多
々
あ
る
が
、
い
つ
れ
も
當
時
の
天
台

宗
、
特
に
そ
の
指
導
者
で
あ
つ
た
傳
燈
に
樹
す
る
不
満
の
意
を
表
し
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
傳
燈
の
教
學
に
關
し
て
い
ま
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、
諸

宗
融
會
の
學
風
は
頗
る
顯
著
で
あ
り
、
先
づ
起
信
論
の
眞
如
縁
起
説
に
よ
つ
て

天
毫
性
具
読
を
解
繹
し
、
樗
嚴
経
の
圓
教
的
法
門
と
天
台
實
相
論
と
の
會
繹
を

行
ひ
、
且
つ
暉
門
の
見
性
と
天
台
の
襯
心
と
が
同

一
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

な
ど
、
山
家
教
學
の
傳
統
と
封
照
す
れ
ば
著
し
い
思
想
上
の
攣
化
が
生
じ
て
ゐ

る
。
然
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
智
旭
が
傳
燈
に
な
ほ
不
満
を
感
じ
た
の
は
、
傳
燈

の
諸
宗
融
會
に
甥
す
る
熱
意
が
不
充
分
で
あ
る
と
考

へ
た
た
め
で
あ
つ
て
、
爾
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者
の
教
學

上
の
根
本
的
立
場
が
別
段
封
瞭
的
關
係
に
あ

つ
た
わ
け
で
は
な

い
ひ

四

十
界
互
具
に
關
す
る
智
旭

の
傳
燈
批
到
は
宗
論
雀
三
や
占
察
経
義
疏
雀

下
に

あ
る
が
、
特

に
注
意
す

べ
き
は
宗
論

の
文
で
あ
る
。

こ
の
文

で
は
ま
つ
介
爾

心

中
に
理
具

三
千
を
談
ず
る

こ
と
は
よ

い
と
し
て
も
、

事
造

三
千
を
字
義
通
り

に

そ

の
ま

」
具
足
す
と
考

ふ
べ
き

で
は
な
く
、

む
し
ろ
事
造
は

つ
ね
に
十
界

の
う

ち

の

一
界

に
囑
す
る
か
ら
、

他

の
九
界
は
冥
伏
す
る

と
解
す

べ
き
で
は
な

い
か

と

い
ふ
問
を
立
て
、

そ

の
間
者
側

の
謹
擦

と
し
て
傳
燈

の
學
読
を
引
き
、

こ
れ

に
甥
し

て
智

旭
が
批
評
を
加

へ
る
と

い
ふ
形
式
を
と

つ
て
ゐ
る
。

問
、

天
台
明
下
理
具
事
造

爾
重
三
千
、

同
於
二
介
爾

心
中

一具

足
加
此
亦
不
レ

然
。
夫

理
具
渾
然
頓
足
、

猫
二
之
可

一也
。

事
造

則

一
念

起

時
、

必
落
一二

界

幻
既
落
二
一
界

一
、鹸

九
皆
伏
。

縦

一
界
還
具

二
十
界

一
、亦
只

一
界
之

十
界
、

非
二
十
界
之
十
界
囎
幽
漢

云
、

一
界
現
時
、

九
界
冥
伏
。

既
云
二冥
伏

一
、則

事
造

三
千
不
レ
居
一二

念

一明
莫
。

(
中
略
)

答
、

心
無
二形
質

一
、無
二
分
剤

一
、不
レ
可
二
割
裂
鴫
落
二
一
界

一之

一
念
印
全
艦

之

心
、

非

一心
少
分

一
、既
翠
二
心
之

全
薩

一成
二
此

一
念

一
、亦
必
墨
二
心
全
用

一

蹄
二
此

一
念

一
、亦
必
印

二
此

一
念

一頓
具
二
心
之
全
腱
大
用
幻

一
見
こ

の
文
は
智
旭
が
傳
燈

の
學
読
を
論
難
し
て
ゐ
る
如
く
で
あ

る
。
し
か
し

孜
細

に
爾
者

の
學
読
を
槍
討
す

る
と
き
,古

來
傳

へ
ら
る
る
如
き
見
解

の
甥
立
が

實
際

に
あ

つ
た
か
否
か
疑
問
で
あ

る
。
な

る
ほ
ど
傳
燈

は
こ

の
間
者

の
文
に
示

さ

れ
て
ゐ
る
如
き

學
読

を
唱

へ
た
。
す
な

は
ち
十
界

互
具

と
い
ふ
の
は

一
界
が

一
念
意
識

に
現
起

し
他

の
九
界

が
冥
伏
す
る

と
云
つ
て
ゐ
る
。

例

へ
ば
維
摩

輕

無
我
疏

雀
七
に

一
界
現
起
、

九
界
冥
伏
。

一
法
現
起
、

二
千
九
百
九
十
九
法
冥

伏
。

或
根
塵
依

正
、
各
各
現
起
冥
伏
。

一
爲
レ
圭
、

飴

爲
レ賓
。

主
能
撮
レ
賓
、

賓

來
臨
レ
圭
。
(
申
略
)
是
爲
下
不
思
議
解
脱
門
於
二
一
心
中

一具
足
上
也

と
云
つ
て

ゐ
る
。

し

か
し
こ
の
場
合
九
界
と

一
界

と
は
圭
賓
の
關

係
に
あ
り
、

し
た
が
つ

て
冥
伏
と

い
ふ
の
は
無
を
意
味
す
る

の
で
は
な

い
。
傳

燈
は
十
法
界
が
十
法
界

心
で
あ
り
、

佛
界
は
佛
心
、

乃
至
地
獄
界
は
地
獄
界

心
で
あ

る
こ
と
を
特

に
張

調
し
、
性

具
読
や
十
界
互
具
を
心
理
學
的
に
解
繹

し
た
。

し
た
が
つ
て
、

い
ま

い
ふ

一
界
現
起
し
て
九
界
冥
伏
す
る
と

い
ふ

の
は
、
す

べ
て

一
念

の
意
識

内
容

が
十
界

の
う
ち

の
何
れ
か

一
界
を
主
と
し
、
他
を
賓

と
す
る
も

の
で
、
圭
内
容

が
顕

在
意
識

の
表

面
に
於

て
意
識

さ
れ
、
賓

内
容
た
る
九
界
が

い
は
ば
潜

在
意

識

に
置

か
れ
る
と
い
ふ
意
昧
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
九
界
冥
伏
と

い
ふ
こ
と
を

傳
燈
が
九
界

の
無
意
識

と
解
繹

し
た
わ
け

で
は
な

い
。
さ

て
智

旭
が
傳
燈

の
見

解
に
果
し

て
如
何
な
る
解
繹

を
加

へ
た
か
が
次

の
問
題

で
あ
る
。
然

る
に
上
掲

の
文
に

つ
ゞ
い
て
智

旭
は
次

の
如
く
云

ふ
。

如
三
孔
子
爲
二
乗
田
輔
邸
以
二
聖
人
之

全
鐙

一
、而
牧

二牛
羊

一
、亦
即
墨
二
出
將
入

相
之

全
用

一、
而

臨
下
諸
牧
二
牛
羊

一人
上
亦
即
於
下
牧

二牛
羊

一時
上
問
以
二
文
事

武
備

一、
無
レ
不
レ
能
レ
知
。

安
得
下牧
時
非

二孔
子
全
膿

一、
無
申
將
相
全
能
上
耶
。

こ

の
文
に
よ

つ
て
智
旭

の
十
界
互
具
ハに
封
す
る
見
解
が
明
瞭

で
あ
る
。
す

で
に

傳
燈
も
性
善
悪
論
巻

一
で
眞

如

の
随
縁
し

て
十
界
差
別
を
成
ず
る
は
眞
如

の
能

力

で
あ

る
と
読
き
、

十
界
互
具
も

一
念
心
中
に
九
界
が
冥
伏
し
て
も
、

能

力
と

し

て
は
本
具

さ
れ
て
ゐ
る
と
示
し
、
明

に
智
旭

の
見
解
と

一
致

し
て
ゐ
る
。

こ

と
に
智
旭

が
上
掲

の
文
に

つ
ゞ
い
て

冥
伏
或
是
随
具
ハ之
義
。

徽
以
レ
現
封
レ
冥
、
以
レ
起

麹
レ
伏
、
則
事
造
信
非
腕二

念
頓
具
命

那
成
二圓

理
殉

と

云
つ
て
ゐ
る

の
は
注
意
す

べ
き

で
あ
ら
う
。
す

で
に
智
旭

は
傳
燈

の
所
謂
冥

伏
は
随
具

の
義

で
あ
ら
う

と
云
つ
て
ゐ
る
。

こ

の
随
具

と
は
傳
燈

の
九
界

が

一

念
意
識

の
賓
的
地
位
に
あ
り

つ

」
存
綾
す
る
と

い
ふ
見
解
を

指

す

も

の

で

あ

る
。

つ
ぎ

に
現
起
と
冥
伏
と
が
有
と
無
と
の
關
係

に
あ
る

と
解
羅
す

べ
か
ら
ざ

藕

益
智
旭

の
性
具
思
想
 
(
安

藤
)
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る

こ
と
を
注
意
し

て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
傳
燈

で
は
な
く
、
事
造

三
千
が

一
念
に

本
具
さ
れ
得
な

い
と
す

る
間
者

の
傳
燈

の
學
読
に
與

へ
た
解
繹

に
甥
す
る
言

葉

で
あ
ら
う
。

こ
の
問
答
は
序
文

に
云
ふ
如
く
智

旭
が
後
學
指
導

の
た
め
に
設
け

た
も
の
で
、
問
文
も

こ
と
さ
ら
智
旭
が
立
て
た
も

の
で
あ
る
が
、
當

時
傳
燈

の

學

読
を
か
く

の
如
く
解
繹
し
た
も

の
が
實
際

に
あ

つ
た
か
、

そ
,れ
と
も
故
意

に

智
旭
が
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
設
け
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
智

旭
自
身
が
傳
燈
の
學
読
を
か
ゝ
る
問
意
に
於
て
解
繹
し
た
わ
け
で
な
い
と
考
へ

ら
れ
る
。

五

教
暉

一致
。
性
相
融
會
を
力
読
し
た
智
旭
に
と
つ
て
起
信
論
や
華
・嚴
哲
學
と

の
接
近
は
倫
更
容
易
で
あ
り
具
つ
必
要
で
あ
つ
た
。
す
で
に
傳
燈
も
起
信
論
の

思
想
を
以
て
天
台
性
具
読
を
解
繹
し
、
性
善
悪
論
の
如
き
は
全
く
起
信
論
の
立

場
で
選
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
智
旭
も
ま
た
本
論
を
頗
る
重
覗
し
裂
網
疏
の
蹟

に
大
乗
起
信
論
者
、
佛
祀
傳
心
之
正
印
、
」法
性
法
相
之
総
持
也
と
云
つ
て
ゐ

る
。
彼
に
よ
れ
ば
起
信
論
の
一
心
眞
如
門
と

一
心
生
滅
門
は
ま
さ
し
く
法
相
、

法
性
爾
宗
に
勢
懸
す
る
も
の
で
、
一
心
眞
如
門
に
よ
つ
て
唯
識
家
の
相
執
を
警

め
、
一
心
生
滅
門
に
よ
つ
て
法
性
家
の
性
執
を
打
破
す
べ
き
で
あ
る
と
考

へ

た
。
む
ろ
ん
智
旭
も
起
信
論
の
思
想
を
天
台
的
立
場
か
ら
解
繹
し
や
う
之
し
、

本
論
の
一
心
を
ば
衆
生
現
前
介
爾
の
妄
心
と
規
定
し
、
百
界
千
如
、
五
位
百
法

(彼
は
法
相
の
五
位
頁
法
を
以
て
頁
界
千
如
の
よ
り
具
髄
的
な
内
容
規
定
で
あ

る
と
考
へ
た
)
の
當
相
を
離
れ
て
、
別
に
超
越
的
眞
如
の
存
在
を
假
定
す
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
天
台
性
具
読
を
起
信
論
の
思
想
と
融

會
せ
し
め
や
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
智
旭
の
意
圖
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
起
信
論

の
縁
理
断
九
的
性
格
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
し
、
そ
の

限
り
天
台
性
具
読
の
傳
統
と
は
著
し
い
攣
化
を
生
じ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

す
な
は
ち
起
信
論
裂
網
疏
巻
二
に
心
眞
如
門
を
繹
す
る
文
に
、
只
此
衆
生
現
前

介
爾
心
性
、
本
無
二實
我
實
法
一
、亦
無
二
五
位
百
法
、
百
界
千
如
差
別
幻
相
殉
と

い
ふ
如
き
は
、
明
に
往
年
の
山
外
派
的
な
思
想
に
騒
す
る
も
の
で
、
到
底
山
家

學
派
の
傳
統
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
智
旭
自
身
も
彼
の
學
読
の
山
外
派

的
傾
向
を
自
畳
し
て
ゐ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
は
ち
宗
論
五

の
二
の
松
漢
へ
の
書
簡
に
如
二劣
弟
頃者
、
少
年
誤
中
二宗
門
要
毒
一
、放恣
之
習
論

レ骨
挾
レ髄
。
今
錐
三
病
革
輔
余
習
難
レ
除
。
故
私
淑
二台
宗
輔
不
哨三敢
冒
二認
法
脈
殉

誠

恐
下
著
述
偶
有

二
出
入
輔
反
招
申
山
外
背
宗
之
諮
加
と

い
ふ
。
だ

か

ら

宗
論

三

の
二
に
性
悪
読
を
論

じ
て
設
性
中

不
レ
具
ハニ善
悪
両
縦
遇
二迷

悟
染
浮
等
縁

一
、決

不

レ
能
レ
現
二修

中
善
悪
相
如
下
沙
無
二
油
性

一
、縦
遇
二
堅
縁

一
、終
不
砦
出
レ
油

(
中
略
)

達
二
不
攣
魔
縁
之
義

袖
則
未
レ
起
二
修
善
修
悪

一時
、
非
レ
無
二善

悪
之
性
幻
如
三
水
火

諸
相
未
レ
現
、

非
レ
無
二
水
火
之
性

一
と
い
ふ
如
く
、

傳
燈

の
具
能
論
的
性
具
読
と

何
等
相
異
す
る
も

の
で
は
な

い
。

六

智
旭
が
傳
燈

と
關
係
が
あ

つ
た

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
彼

は
傳
燈
よ

り
も
五
十
六
年
も
後
輩

で
あ

つ
た
が
、

二
十
五
才

の
時
天
台
山

で
傳
燈

の
講
苑

に
参
じ
た
。
宗
論

五
の

一
の
松
漢

へ
の
書
簡
に
獲

亥
春

拝
二見
幽
台
奪
者

一時
、

正
堕
二
暉
病

一
、未
レ
領
二
片
盆

唄と

い
ふ
。
ま
た
宗

論
八

の
傳
燈
に
勢
す

る
祭

文
に

不
省
初
遊

二台
嶺

一
、印
観

二慈

輝
殉
但
欽

二
温
恭
之
徳
輔
岡
レ
窺
二
法
界
之

涯
刈
方
具

甘
二暗

謹
一
、而
蔑
二
義
塗

一
、因
二
門
庭

一而
昧
二
堂
奥

一
(
中
略
)
後
出
二
入
暉
林

一
、目

二撃
時
弊

一
、始
知
下
非
二
台
宗

嚇不
上
能
レ糾

二其
紙
拓
台
教
存
佛
法
存
、
台

教
亡
佛

法

亡
。

と

い
ふ
。

こ
れ
ら

の
文
に
よ

つ
て
傳
燈
に
野
す

る
智
旭

の
詐
便
が
年

と
共

に
攣
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

傳
燈

の
門
下
に
壁
如

・
達
月
・
松
漢

・麟
二

・

幌
谷
等
が
あ
り
、

特
に
埋
谷

(
一
五
八
三

一
六
三

一
)
や
麟

一
と
深
い
交
友

關

係
を
結

ぶ
に
至

つ
て
初

め
て
傳
燈

の
眞
便
を
知
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
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